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【短 報】

脱毛用 レーザーの使用経験
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近年,欧 米で種 々の永久 脱毛用 レーザ ー装 置が

開発 され,臨 床 的に使 用 されてい る。

レーザー光 を使 用 して,周 囲組織 を傷 つ けず に

ターゲ ッ ト組織 を選択 的に破壊 する方法論 として,

1983年 にAndersonら1)が,selectivephotothemo-

1ysisを 発 表 してい る。 この理論 に基づ いて,単 純

性血 管腫や色 素性皮膚 疾患治療 用の レーザ ー装 置

が 開発 され,病 変部 のみ を選択 的 に破壊 し,正 常

組織 への ダメー ジを最 小 限にす るこ とに成功 して

いる。

今 回,使 用 した米 国サ イノ シュアー社製 ロ ング

パ ルス ア レキサ ン ドライ トレーザ ー も,こ の原理

に基づ いて,波 長や1発 の照射 時 間が,設 定 され

てい る。

この脱 毛 レーザ ー装 置 は1発 の照 射 域 が 直径

10mmの 円 形で,ス ポ ッ ト内 にある毛包 のみ を選

択的 に破 壊 し,表 皮等 の周辺組織 を損傷 しない よ

うに設 計 され てい る。 波長755nmの レー ザ ー光

は,メ ラニ ンに良 く吸収 され,多 の組織 を透過 す

るため,一 度,毛 根 に吸収 され,毛 根 か ら放 熱 し

て,毛 包 を焼灼す る。

しか し,黄 色 人種 の場合,メ ラニ ンが表皮 に も

多 く分布 してお り,レ ーザ ー光 は毛根 にだけで な

く,表 皮 にも障害 を与 えて しま うことが懸 念 され

る。

Grossmanら は,表 皮 に障害 を与 えず,毛 包 のみ

を焼 灼す るため に,Andersonの 理 論 を応用 して,

レーザ ー光 の照射 時間を毛包 に熱緩和 時間以内 に,

か つ,表 皮 の熱緩和 時間以上 に設定 する必要 があ

る と述 べ て お り,理 想 的 な 照 射 時 問 を10～

50msecと してい る。今 回,使 用 した レーザー装置

の照射 時間は,20msecで あ り,ま さに理想的 とい

え る。米 国で は1回 照 射,3ヵ 月 後 の再 発毛 率が

平均50%前 後 と報 告 され て お り,ま た,平 均
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25%が 永久脱毛になったとも述べ られている。

ところで,照 射 した レーザー光は減衰 して毛包

底 にある毛乳頭 まで届かないという意見がある。

従 って どこを焼いて永久脱毛を生 じさせるのか と

いう議論 になる。すなわち,毛 の再生の中枢 とな

る幹細胞が どこにあるのかという問題である。

稲葉氏は,皮 脂腺の開口付近であるという皮脂

腺説を提唱されている。レーザー光は浅い部位 に

ある上部毛包 までは到達 し,狭 部毛鞭を焼灼でき

る。従 って,レ ーザー光で脱毛が出来るという事

実は,皮 脂腺説が正 しいことを示唆 していると考

える。

図1は,36歳 男性の下肢 の一部 を約50日 間隔

で,3回 照射 した後,6ヵ 月後のものである。照射

部位 は,ほ ぼ100%脱 毛 されてお り,毛 穴が収縮

している。色素沈着,発 赤,skintextureの 変化等

は特 に認められない。

Fig.1Sixmonthsafterthreesessionsat50-dayintervaIs.
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脱毛 レーザーは,従 来の針脱毛に比べ,治 療期

間が短い,痛 みが少ない,副 作用がほとんどない,

毛 を伸ばしてお く必要が ない等の利点がある。反

面,長 期的予後が まだ不明であ り,強 い 日焼け,

色素沈着のある部位 には使用できない等の問題 も

ある。 しか しながら,レ ーザー脱毛は脱毛術 の選

択肢の一つとして,有 用な術式 となりうると考え

る。
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